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研究要旨 
 本研究では我が国における非血縁者間末梢血幹細胞移植ドナーの安全性に関する情報管理を整備
し，より安全かつ効率的なシステムを構築すること，さらに血縁ドナーと非血縁ドナーの安全性に
関する情報管理の一元化を行い，移植施設へのfeedbackシステムを確立することを目的とする。2018
年 11 月末現在，日本骨髄バンク(JMDP)非血縁者間末梢血幹細胞採取認定施設は 113 施設となり，非
血縁者間末梢血幹細胞移植術は 606 件施行されている。2017 年は 165 件，2018 年は 11月まで既に
186 件の移植が行われており，年々増加傾向にある。JMDP を介する非血縁者ドナーコーディネート
においてはこれまで報告用紙への記載と FAX を用いて情報伝達を行って来たが，より効率的かつ安
全に運用するため，収集項目を見直すとともに，現在オンラインによるドナーコーディネートシス
テムを構築中である。今後本システムを血縁ドナーにも運用するべく，日本造血細胞移植学会・デ
ータセンター及び日本赤十字社とともに検討を進めている。 
 
Ａ. 研究目的 
非血縁者間末梢血幹細胞移植ドナーの安全性に関
する情報管理を整備し，より安全かつ効率的なシ
ステムを構築する。さらに血縁ドナーと非血縁ド
ナーの安全性に関する情報管理の一元化を行い，
移植施設へのfeedbackシステムを確立する。 
 
Ｂ. 研究方法 
1. 日本骨髄バンク(JMDP)においてこれまで行わ
れてきたドナーコーディネート方法及びドナー安
全性に関する情報を総括し，収集する情報を再検
討する。 
2. これまで紙文書を用いてFAXにて連絡・情報管
理を行ってきたが，新たにオンラインによるドナ
ーコーディネートシステムを構築し，より安全か
つ効率的なコーディネートシステム及び安全管理
体制を構築する。 
3．これまで独立して行なわれてきた血縁ドナーと
非血縁ドナーの安全情報の管理の一元化について，
JMDPドナー安全委員会，日本造血細胞移植学会ド
ナー委員会，造血細胞移植データセンター，日本
赤十字社の4者が協力して情報管理の一元化シス
テムを構築する。具体的にはJMDPが現在構築して
いるドナーコーディネートシステム及び安全管理
システムと学会・データセンターのデータ管理を
一体化して日本赤十字社の協力のもとに運用を目
指す。 
＜倫理面への配慮＞ 
本研究は効率的かつ安全なドナーコーディネー
トシステムの確立を目指すものであり，特定の被

験者を対象としないため倫理面の問題はない。 
 
Ｃ. 研究結果 
1. 非血縁者間ドナーコーディネート及び採取の
現状 
2019年11月末現在，日本骨髄バンク非血縁者間

末梢血幹細胞採取認定施設は115施設となり，非
血縁者間末梢血幹細胞移植術は606件施行されて
いる。2017年は165件，2018年は205件，2019年は
9月まで既に185件の移植が行われており，年々増
加傾向にある。平均のコーディネート期間は，
2014年113.5日，2017年106.5日であり，短縮傾向
にあるが，依然100日を超えている。2013年3月か
ら2019年6月までに集計したドナーの確認検査時
の13,611件の意思確認では，骨髄，末梢血どちら
でも良いが全体の80%を占め，末梢血のみ可を合
わせると87%に及ぶ。2018年移植例での患者側の
希望は，骨髄，末梢血どちらでも可が90%を占め
た。2017年においては2件の重篤な有害事象が発
生し，緊急安全情報が発出された。うち１例では
G-CSF投与後アナフィラキシーショックを生じた
症例であった。肘静脈血管確保が困難等の理由に
より大腿静脈アクセスはこれまで11例で施行さ
れたが，重篤な有害事象は生じていない。 
2. JMDP におけるドナーコーディネートシステム
の再検討とオンラインシステムの構築 
JMDP ドナー安全委員会において，収集している

ドナー情報項目について見直しを行った結果，幾
つかの項目については今後収集する必要はない
と判断した。それらを元にオンラインコーディネ
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ートシステムのプログラムの構築を進めている。
JMDP のコーディネーターはタブレット型端末を
用いて情報を入力する。患者担当医師はインター
ネットにアクセスしてドナー候補者の選択を行
い，またコーディネート状況を確認できる。これ
により大幅な業務量の減少と効率化，コーディネ
ート期間の短縮が期待出来る。 

 
Ｄ. 考察 
我が国において非血縁者間末梢血幹細胞移植件
数は増加しているものの，欧米と比較して依然全
体に占める割合は低く，コーディネート期間も長
い。しかし JMDP において安全管理体制が整備さ
れ，情報管理も行われてきた。今後はオンライン
システムの稼働により一層の効率的な運用が可
能となる。さらに本システムを血縁ドナーにも適
用して用いることにより血縁ドナーに対しても
安全管理体制を構築できるものと考えられる。 
 
Ｅ. 結論 

JMDPにおけるオンラインドナーコーディネート
システムを構築し，業務量の減少と効率化により
コーディネート期間の短縮とより厳密な安全情
報管理を目指している。さらに血縁ドナーに対し
ても同一基盤での運用を行い，安全管理体制の構
築を目指す。 
 
Ｆ．研究発表  
【１】論文発表 
特になし 
【２】学会発表 
（発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 
特になし 
 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定も含む） 
【１】特許取得 
特になし 
【２】実用新案登録 
特になし 
【３】その他 

 
 
 
  


